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研究成果の概要： 
研究テーマは明治の宗教言説を取り上げたが（小泉八雲と井上円了を中心として）、研究が進めば進むほど近代仏教言

説を支えた江戸の仏教概念を見る必要があることに再認識した。近代の仏教、宗教言説というのは、西洋から入ってき

た比較宗教思想や科学思想によって大きく影響された。しかし、江戸時代の仏教概念によってその新しい思想、知的技

術への反応、解釈や受け入れ方には大きな差があった。19 年度と 20 年度の研究成果としては、近世と近代の仏教思想、

ジャンル形成、そして宗派意識や仏教概念の形成過程が一段と把握できたと思う。 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 900,000 0 900,000 

２００８年度 920,000 276,000 1,196,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 1,820,000 276,000 2,096,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：宗教学 
キーワード：小泉八雲、井上円了、明治思潮、宗教学、科学思想 
 
１．研究開始当初の背景 
研究開始当初は博士論文に取り上げた黄檗宗を中心

として江戸時代の仏教の宗派意識、禅の概念が研究

の焦点だった。その出発点から江戸から明治時代に

かけての仏教、宗教の言説をより明確に把握するこ

とにした。 
 
２．研究の目的 
研究の目的は日本宗教や仏教の言説を把握すること

である。その中、仏教と近代的概念やジャンル（宗

教、迷信、科学など）と仏教思想の枠組み（自力仏

教と他力仏教）との形成過程を明らかにすることが

一つの大きな研究目的であった。 
 

３．研究の方法 
研究の方法としては、当時の思潮の中に小泉八雲と

井上円了の著作を検討した。近代の宗教言説、特に

仏教言説を把握するため、江戸時代の仏教情勢に遡

る必要が明かになった。そのため、江戸時代の仏教

概念の形成における黄檗禅の役割も検討した。 
４．研究成果 

科研費補助金をいただいたお陰で、まだ途中だが、

研究の土台ができ、これからその上に築き上げたい

と思う。成果として把握できたのは、近代仏教言説

を理解するため、もちろん西洋からの新風を考慮せ

ずにはいられないが、それと匹敵するほど江戸の仏

教概念の形成も研究範囲に入れる必要があるという

ことである。 
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